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お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 
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2010 年 4 月 1 日 
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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品
のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA機器、通信機器、計測機器、AV機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、
かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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M52758SP/FP 
広周波数帯域アナログスイッチ 

RJJ03F0167-0201 
Rev.2.01 

2008.03.31 

概要 
M52758は，2系統の映像ソースより入力される信号を切り替え，CRTディスプレイなどに信号を出力する

RGBHVインタフェース用半導体集積回路です。同期信号は，10 kHz~200 kHzの周波数帯域に対応しており，
TTLで出力します。また，ビデオ信号の周波数帯域は，250 MHzを有し，高解像な映像が得られ，高解像度
CRTディスプレイや種々のニューメディアとのインタフェース用 ICとして最適です。 

特長 
• 周波数帯域 ：RGB  250 MHz 

 HV  10 Hz~200 kHz 
入力  ：RGB  0.7 VP-P (Typ) 

HV  TTL入力 
    VOH 2.0~5 VDC 

  VOL 0~0.8 VDC 
• Gチャネルのみシンクオンビデオ用出力があります。 
• HV出力は，TTL形式です。 
 

用途 
CRTディスプレイ，TV, VTRなど 

推奨動作条件 
電源電圧範囲:   4.75~5.5 V 

定格電源電圧:   5.0 V 
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ブロックダイアグラム 
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M52758FP 
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ピン配置 

 NC: No connection

M52758SP
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絶対最大定格 
(指定のない場合は，Ta = 25°C) 

項目 記号 定格値 単位 
電源電圧 VCC 7.0 V 
許容損失 Pd 1603 mW 
動作周囲温度 Topr −20~+85 °C 
保存温度 Tstg −40~+150 °C 
推奨動作電源電圧 Vopr 5.0 V 
推奨動作電源電圧範囲 Vopr' 4.75~5.5 V 
サージ耐圧 Surge ±200 V 
 
 

電気的特性 
(指定のない場合は，Ta = 25°C, VCC = 5 V) 

1 ( )

2 ( )

DC 1

DC 2

DC 3

DC 4

1

2

1

2

3

4

1

(f = 100 MHz)
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T.P.23
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T.P.23

T.P.2

T.P.4
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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
b


b



b


b


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電気的特性 (つづき) 

T.P.31

T.P.28
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T.P.22
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T.P.21
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T.P.22
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C.T.I.1
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C.T.C.3

C.T.C.4

Tr1

Tf1

Tr2
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VOH1

VOH2

VOL1

VOL2

Vith1

Vith2

Vsth1
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Trd1

Trd2

Tfd1
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(10 MHz)
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ch 2 
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2 2 
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1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

2 4 

(100 MHz)

5 b



5

5

5

5

5

5

5
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5

5

5

5

5

5

5

5
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5

5

5

5

5

5

dB

dB

dB

dB

dB

dB

dB

dB

V

V

V

V

V

V

ns

ns

ns

ns

 −60 −50

 −60 −50

 −40 −35

 −40 −35

 −50 −40

 −50 −40

 −30 −25

 −30 −25

 1.6 2.5

 1.6 2.5

 1.6 2.5
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電気的特性測定方法 (端子番号は SPのもの) 
信号入力端子および SW番号は電気的特性表を参照ください。特に指定のない場合，SWAは a側です。 

ICC1回路電流 1 (無信号時), ICC2回路電流 2 (無信号時) 

条件は電気的特性表のとおりとする。SW17を GND (または OPEN) とし，SWAを b側にしたとき，Aの
電流計にて測定し，それを ICC1 (または ICC2) とする。 

VDC1出力 DC電圧 1, VDC2出力 DC電圧 2 

SW17を GND (または OPEN) とし，信号無入力時の T.P.31 (T.P.28, T.P.25) の出力 DC電圧を測定し，それ
を VDC1 (または VDC2) とする。 

VDC3出力 DC電圧 3, VDC4出力 DC電圧 4 

VDC1, VDC2と同様の方法で T.P.23の出力 DC電圧を測定し，それを VDC3 (VDC4) とする。 

Vimax1最大許容入力 1, Vimax2最大許容入力 2 

SW17を GNDとし，SG1を端子 2にのみ入力する。SG1の振幅を徐々に上げていき，T.P.31の出力波形が
歪むときの入力信号の振幅を読み，それを Vimax1とする。同様に端子 4のみ入力時，端子 6のみ入力時の
Vimax1を測定する。 

次に SW17を OPENとし，同様に端子 10のみ，端子 12のみ，端子 14のみ入力時を測定し Vimax2とする。 

GV1電圧利得 1, ∆GV1相対電圧利得 1, GV2電圧利得 2, ∆GV2相対電圧利得 2 

1. 条件は電気的特性表のとおりとする。 
2. SW17を GNDにし，SG2を端子 2にのみ入力する。このときの T.P.31の出力の振幅を読み，VOR1とする。 
3. 電圧利得 GV1は 

GV1 = 20log                       [dB]
0.7 [VP-P]

VOR1 [VP-P]

 

より計算して求める。 
4. 同様に端子 4のみ入力時，端子 6のみ入力時の電圧利得 GV1を求める。 
5. 相対電圧利得∆GV1は，各チャネルの電圧利得の差を計算して求める。 
6. 同様に GV2, ∆GV2を求める。 
 

GV3電圧利得 3, GV4電圧利得 4 

1. 条件は電気的特性表のとおりとする。 
2. このときの T.P.23の出力の振幅を測定する。 
3. GV1, ∆GV1, GV2, ∆GV2と同様に GV3, GV4を求める。 
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FC1周波数特性 1, ∆FC1相対周波数特性 1 (100 MHz), FC2周波数特性 2, ∆FC2相対周波数特性 2 (100 MHz) 

1. 条件は電気的特性表のとおりとする。この測定にはアクティブプローブを用いる。 
2. SW17を GNDにし，SG2を端子 2にのみ入力する。このときの T.P.31の出力振幅を VOR1とする。同様
に，SG4のときの出力を VOR2とする。 

3. このとき，周波数特性 FC1は 

FC1 = 20log                         [dB]
VOR1 [VP-P]

VOR2 [VP-P]

 

より計算して求める。 
4. 同様に端子 4のみ入力時，端子 6のみ入力時の周波数特性 FC1を求める。 
5. 相対周波数特性∆FC1は，各チャネルの周波数特性の差を計算して求める。 
6. SW17を OPENにする。同様に FC2, ∆FC2を求める。 
 

FC3周波数特性 3 (250 MHz), FC4周波数特性 4 (250 MHz) 

FC1, ∆FC1, FC2, ∆FC2と同様の方法で，入力信号 SG5のときの FC3, FC4を求める。 

C.T.I.1 2入力間クロストーク 1 (10 MHz), C.T.I.2 2入力間クロストーク 2 (10 MHz) 

1. 条件は電気的特性表のとおりとする。この測定にはアクティブプローブを用いる。 
2. SW17を GNDにし，端子 2にのみ SG3を入力する。そのときの T.P.31の出力振幅を測定し，それを VOR3
とする。 

3. SW17を OPENにし，そのときの T.P.31の出力振幅を測定し，それを VOR3'とする。 
4. このとき，2入力間クロストーク C.T.I.1は 

C.T.I.1 = 20log                         [dB]
VOR3 [VP-P]

VOR3' [VP-P]

 

より計算して求める。 
5. 同様に端子 4のみ入力時，端子 6のみ入力時の 2入力間クロストークを求める。 
6. 次に SW17を OPENにし，端子 10にのみ SG3を入力する。そのときの T.P.31の出力振幅を測定し，それ
を VOR4とする。 

7. SW17を GNDにし，そのときの T.P.31の出力振幅を測定し，それを VOR4'とする。 
8. このとき，2入力間クロストーク C.T.I.2は 

C.T.I.2 = 20log                         [dB]
VOR4 [VP-P]

VOR4' [VP-P]

 

より計算して求める。 
9. 同様に端子 12のみ入力時，端子 14のみ入力時の 2入力間クロストークを求める。 
 

C.T.I.3 2入力間クロストーク 3 (100 MHz), C.T.I.4 2入力間クロストーク 4 (100 MHz) 

入力信号を SG4とし，C.T.I.1, C.T.I.2と同様に 2入力間クロストーク C.T.I.3, C.T.I.4を求める。 
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C.T.C.1ch間クロストーク 1 (10 MHz), C.T.C.2ch間クロストーク 2 (10 MHz) 

1. 条件は電気的特性表のとおりとする。この測定にはアクティブプローブを用いる。 
2. SW17を GNDにし，端子 2にのみ信号 SG3を入力する。そのときの T.P.31の出力振幅を VOR5とする。 
3. 次にそのままの状態で T.P.28, T.P.25の出力振幅を測定し，それぞれ VOG5, VOB5とする。 
4. このとき，ch間クロストーク C.T.C.1は 

C.T.C.1 = 20log                                    [dB]
VOR5 [VP-P]

VOG5 or VOB5 [VP-P]

 

より計算して求める。 
5. 同様に端子 4のみ入力時，端子 6のみ入力時の ch間クロストークを求める。 
6. 次に SW17を OPENにし，端子 10にのみ SG3を入力する。そのときの T.P.31の出力振幅を VOR6とする。 
7. 次にそのままの状態で T.P.28, T.P.25の出力振幅を測定し，それぞれ VOG6, VOB6とする。 
8. このとき，ch間クロストーク C.T.C.2は 

C.T.C.2 = 20log                                    [dB]
VOR6 [VP-P]

VOG6 or VOB6 [VP-P]

 

より計算して求める。 
9. 同様に端子 12のみ入力時，端子 14のみ入力時の ch間クロストークを求める。 
 

C.T.C.3ch間クロストーク 3 (100 MHz), C.T.C.4ch間クロストーク 4 (100 MHz) 

入力信号を SG4とし，C.T.C.1, C.T.C.2と同様に ch間クロストーク C.T.C.3, C.T.C.4を求める。 

 

Tr1, Tf1パルス特性 1, Tr2, Tf2パルス特性 2 

1. 条件は電気的特性表のとおりとする。SW17を GND (または OPEN) とする。 
2. 入力パルスの 10%~90%の立ち上がり Tri, 立ち下がり Tfiをアクティブプローブにて測定する。 
3. 次に出力パルスの 10%~90%の立ち上がり Tro, 立ち下がり Tfoをアクティブプローブにて測定する。 
4. パルス特性 Tr1, Tf1 (Tr2, Tf2) は 
 

100%

0%
10%

90%

Tr Tf

Tr1 (Tr2) = √ (Tro)2 − (Tri)2     (ns)

Tf1 (Tf2) = √ (Tfo)2 − (Tfi)2     (ns)  

 

VOH1ハイレベル出力電圧 1, VOH2ハイレベル出力電圧 2 

条件は電気的特性表のとおりとする。SW17を GND (または OPEN) とし，入力端子に 5 Vを加え，出力電
圧を測定し VOH1 (VOH2) とする。 

VOL1ローレベル出力電圧 1, VOL2ローレベル出力電圧 2 

条件は電気的特性表のとおりとする。SW17を GND (または OPEN) とし，入力端子に 0 Vを加え，出力電
圧を測定し VOL1 (VOL2) とする。 

Vith1入力スレッショルド電圧 1, Vith2入力スレッショルド電圧 2 

条件は電気的特性表のとおりとする。SW17を GND (または OPEN) とし，入力端子の電圧を 0 Vから上げ
ていき出力の電圧が High (4.5 V以上) となるときの入力の電圧を測定し Vith1 (Vith2) とする。 
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Trd1立ち上がり遅れ時間 1, Trd2立ち上がり遅れ時間 2 
Tfd1立ち下がり遅れ時間 1, Tfd2立ち下がり遅れ時間 2 

条件は電気的特性表のとおりとする。SW17を GND (または OPEN) とし，入力端子に SG7を入力し，出
力波形を測定する。 

立ち上がり遅れ時間 Trd1 (Trd2) , 立ち下がり遅れ時間 Tfd1 (Tfd2) は，下図により求める。 

50%

50%

SG7 Trd Tfd

 

 

Vsth1スイッチングスレッショルド電圧 1, Vsth2スイッチングスレッショルド電圧 2 

1. 条件は電気的特性表のとおりとする。端子 2, 端子 4, 端子 6に SG1を，端子 7, 端子 8に SG7を入力する。
他の端子には入力しない。 

2. 端子 17に電圧 0 Vを印加し，T.P.19, T.P.20, T.P.23, T.P.25, T.P.28, T.P.31の各出力に信号が出力されてい
ることを確認する。 

3. 端子 17の電圧を徐々に上げていき，上記の各出力の信号がなくなるときの端子 17の出力をVsth1とする。 
4. 同様に端子 10, 端子 12, 端子 14に SG1を，端子 15, 端子 16に SG7を入力する。他の端子には入力しな
い。 

5. 端子 17に電圧 5 Vを印加し，T.P.19, T.P.20, T.P.23, T.P.25, T.P.28, T.P.31の各出力に信号が出力されてい
ることを確認する。 

6. 端子 17の電圧を徐々に下げていき，上記の各出力の信号がなくなるときの端子 17の電圧をVsth2とする。 
 

入力信号 

SG No. 信号内容 
SG1 正弦波 (f = 60 kHz, 0.7 VP-P, 振幅可変) 

0.7 VP-P ( )

 
SG2 正弦波 (f = 1 MHz, 振幅 0.7 VP-P) 
SG3 正弦波 (f = 10 MHz, 振幅 0.7 VP-P) 
SG4 正弦波 (f = 100 MHz, 振幅 0.7 VP-P) 
SG5 正弦波 (f = 250 MHz, 振幅 0.7 VP-P) 
SG6 振幅 0.7 VP-Pのパルス (f = 60 kHz, duty 80%) 

0.7 VP-P

 
SG7 方形波 (振幅 5.0 VO-P TTL, f = 60 kHz, duty 50%) 

5 V

0 V 
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測定回路 

(M52758SP) 

TP4TP2 TP6 TP7 TP8 TP10 TP12 TP14 TP15 TP16

+ + +
0.01 µ0.01 µ

+

A

SW2

SWA

VCC 5 V

R G B H

TP25
GOUT

(for sync on G)

TP20TP31 TP28 TP25 TP19

SW17

OPEN

SW GND:   INPUT1
SW OPEN: INPUT2

V

SG1
SG2
SG3
SG4
SG5
SG6

SG7

SW4 SW6 SW10

SW8SW7

SW12

SW14 SW15 SW16

a b

a b

a b a b a b a b a b
a cb a cb a cb a cb

a

c

b

+ + ++ +

+

15 16141312111098654321 7

M52758SP

+

0.01 µ 47 µ

0.01 µ 100 µ
0.01 µ 100 µ 0.01 µ 100 µ

0.01 µ 100 µ
0.01 µ 100 µ

0.01 µ 100 µ

47 µ47 µ

0.01 µ

0.01 µ

0.01 µ 47 µ

0.01 µ 0.01 µ

47 µ

1922 21 2023242526272829303132 18 17

Units Resistance: Ω

      Capacitance: F
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測定回路 
(M52758FP) 

+

A

SW2

SWA

VCC 5 V

R G B H

TP25
GOUT

(for sync on G)
TP22TP35 TP30 TP27 TP21

SW19

OPEN

SW GND:   INPUT1
SW OPEN: INPUT2

V

SG1
SG2
SG3
SG4
SG5
SG6

SG7

SW5 SW7 SW11

SW9SW8

SW13

SW16 SW17 SW18

TP5TP2 TP7 TP8 TP9 TP11 TP13 TP16 TP17 TP18

a b

a b

a b a b a b a b a b
a cb a cb

a

c

b

+ + ++ +

+

+

+ +

1922 21 202324252627282931 303233343536

1 1815 16 1714131211109865432 7

M52758FP

+

0.01 µ 47 µ

0.01 µ

0.01 µ 100 µ 0.01 µ 100 µ
0.01 µ 100 µ

0.01 µ 100 µ
0.01 µ 100 µ

0.01 µ 100 µ

47 µ

0.01 µ 47 µ

0.01 µ

0.01 µ

0.01 µ 47 µ

0.01 µ 0.01 µ

47 µ

Units Resistance: Ω
      Capacitance: F

a cb a cb

 

主特性 
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d
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m
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)
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応用回路例 

(M52758FP) 

+

VCC

R

OUTPUT

G

OUTPUT

B

OUTPUT

H

OUTPUT
OUTPUT

(for sync on G)

GND

SWITCH

V

OUTPUT

+ + ++ +

+

+

+ +

1922 21 2023242526272829313233343536

1 1815 16 1714131211109865432 7

0.01 µ 47 µ

0.01 µ

0.01 µ 100 µ 0.01 µ 100 µ 100 µ 0.01 µ 100 µ 0.01 µ 100 µ 0.01 µ 100 µ

47 µ0.01 µ 47 µ

0.01 µ

0.01 µ 0.01 µ 0.01 µ

47 µ

Units Resistance: Ω
      Capacitance: F

GNDGND GNDNC NC

VCC

30

VCC VCC

NC

(R1)
VCC

(R1)
INPUT

(G1)
VCC

NC

(G1)
INPUT

(B1)
VCC

0.01 µ

(B1)
INPUT

H1
INPUT

V1
INPUT

(R2)
GND

(R2)
INPUT

(G2)
GND

(G2)
INPUT

NC

(B2)
GND

(B2)
INPUT

H2
INPUT

V2
INPUT
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端子説明 
端子番号 

(SP) 
端子番号 

(FP) 
 
端子名 

DC電圧 
(V) 

 
端子周辺回路 

 
機能説明 

1 
3 
5 

1 
3 
6 

VCC1 (R) 
VCC1 (G) 
VCC1 (B) 

5.0   

2 
4 
6 

2 
5 
7 

Input1 (R) 
Input1 (G) 
Input1 (B) 

2.0 

2.59 mA

2.2 V

800

620

 

低インピーダンスにて入力

してください。 

7 
8 

8 
9 

Input1 (H) 
Input1 (V) 

 

0.2 mA  

下図のようなパルスを入力

してください。 

2.0~5 V

0~0.8 V  

9, 11, 13, 
18, 24, 27, 

30 

10, 12, 15, 
20, 26, 29, 

34 

GND GND   

10 
12 
14 

11 
13 
16 

Input2 (R) 
Input2 (G) 
Input2 (B) 

2.0 

2.59 mA

2.2 V

800

620

 

低インピーダンスにて入力

してください。 

15 
16 

17 
18 

Input2 (H) 
Input2 (V) 

 

0.2 mA  

下図のようなパルスを入力

してください。 

2.0~5 V

0~0.8 V  

17 19 Switch 2.6 

10 k

12 k

7.3 k

2.3 V
13 k

OPENと GNDでスイッチ
ングすることができます。
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端子説明 (つづき) 
端子番号 

(SP) 
端子番号 

(FP) 
 
端子名 

DC電圧 
(V) 

 
端子周辺回路 

 
機能説明 

19 
20 

21 
22 

Output (V) 
Output (H) 

 

1 k

 

出力抵抗を内蔵しています。

21 24 VCC 
(H, V, Switch) 

5  同電圧を印加してください。

22 4, 14, 23, 
32, 33 

NC    

23 
 

25 
28 
31 

25 
 

27 
30 
35 

Output 
(Sync onG) 
Output (B) 
Output (G) 
Output (R) 

1.15 
 
 

2.05 50

500

23

430

25, 28, 31

50

出力抵抗を内蔵しています。

26 
29 
32 

28 
31 
36 

VCC2 (B) 
VCC2 (G) 
VCC2 (R) 

5   
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IC使用上の留意点 (端子番号は SPのもの) 
1. R, G, B入力の標準ビデオ入力は 0.7 VP-Pです。 
2. H, V入力は 2.0 VTTLです。 
3. 各入力端子へは充分低いインピーダンスで入力してください。 
4. H, V出力端子 (端子 19, 端子 20) は，図 1のようになっています。立ち上がり速度を向上させたいときは
電源間に抵抗を挿入することができます。ただし，電流は 7.5 mA以内となるように R値を設定してくだ
さい。図 1の場合は R = 2 kΩ以上となります。 

 

1 kΩ R

I = 7.5 mA

5 V 5 V

 

図 1 

 

5. R, G, B出力端子 (端子 25, 端子 28, 端子 31) は図 2のようになっています。ドライブ能力により GND間
にプルダウン抵抗を追加することができます。ただし，電流 Iは 10 mA以内となるように R値を設定し
てください。図 2の場合は R = 500 Ω以上となります。 

 

R

I = 10 mA

5 V

50 Ω

430 Ω

 

図 2 

 

6. スイッチ (端子 17) は GND, OPENで切り替えることができます。 
GND時 ：Input1側の信号が出力 
OPEN時 ：Input2側の信号が出力 
図 3のように電圧印加によってスイッチングする場合は 

0~0.5 V ：Input1側の信号が出力 
2~5 V ：Input2側の信号が出力 
となります。VCC以上は印加しないでください。 

 

17

 

図 3 
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基板製作上の留意点 

広帯域アナログスイッチを内蔵しており基板の配線の形状によっても発振などを引き起こすことがありま
すので以下の点に注意してください。 

• 出力プルダウン抵抗を挿入する場合，出力端子と抵抗の配線は極力短くする。 
• 出力端子の負荷容量はできるだけ小さくする。 
• VCC-GNDのパスコン容量はピンの近傍に取りつける。 
• VCCは安定した電源を使う。(それぞれ単独な方がなお良い。) 
• 出力端子と次段の回路間に数十Ωの抵抗を入れると発振しにくくなる。 
• GNDはできるだけ広く基本的にはベタアースにする。 
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外形寸法図 

2.

1. DIMENSIONS "*1" AND "*2"
DO NOT INCLUDE MOLD FLASH.

NOTE)

DIMENSION "*3" DOES NOT
INCLUDE TRIM OFFSET.

16

1732

1

SEATING PLANE

*1

*2

*3 *3

E

L
A

A
1

A
2

D

e b3 b2bp

c

5.08
A1

b3

15°
e 1.778

c

L 3.0

0.51

0.9 1.0 1.3

A

E 8.75 8.9 9.05

D 27.8 28.0 28.2

Reference
Symbol

Dimension in Millimeters

Min Nom Max

0.22 0.27 0.34

P-SDIP32-8.9x28-1.78 2.2g

MASS[Typ.]

32P4BPRDP0032BA-A

RENESAS CodeJEITA Package Code Previous Code

bp 0.35 0.45 0.55

10.169.86 10.46

b2 0.63 0.73 1.03

A2 3.8

0°
1.528 2.028

e1

e
1

 
 

bp

A1

HE

y 0.10

e 0.8

c

0° 8°

L 0.3 0.5 0.7

0 0.1 0.2

A 2.35

11.63 11.93 12.23

A2 2.05

E 8.2 8.4 8.6

D 14.8 15.0 15.2

Reference
Symbol

Dimension in Millimeters

Min Nom Max

0.3 0.35 0.45

0.18 0.2 0.25

P-SSOP36-8.4x15-0.80 0.5g

MASS[Typ.]

36P2R-DPRSP0036GA-B

RENESAS CodeJEITA Package Code Previous Code

0.65 0.95

2.

1. DIMENSIONS "*1" AND "*2"
DO NOT INCLUDE MOLD FLASH.

NOTE)

DIMENSION "*3" DOES NOT
INCLUDE TRIM OFFSET.

y

Index mark

1 18

1936

F

*1

*2

*3

EH
E

D

e bp

A

c

Detail F

A2

L

A1
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